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、
いいまち合金夢のまち

いつまでちお売買で!

さき金婦人会が市街地と周辺の高齢者を町民

センタ 巴招き行われ芝故老会。約250人が参

加し、手作りのソ メン・料理、初稚園児|こ

よるお遊戯など|こ楽しいひとときを過ごして

いました。

運営|こは今金婦人会、日赤奉仕団のメンバ

の他、今年からは連合町内会、関係自治会

があだりましだ。(6月29日)
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戸三百こ車輸を操る
いをがばまわせ
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昼休みに行われた、
今金小学校児童によ るカラーガード隊の演奏

‘' 

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の

パ
ン
も
競
技
に
使
用

味
わ
っ
て
る
場
合
じ

ゃ
な
い
で
す
よ• • 

あんまり跳びすぎ

て、回し手がバテ

るチームも
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中
学
生
代
表

成
績
は
次
の
と
お
り

《
成

績

》

優

勝

本

町

2
位

神

丘

3
位

寒

昇

4
位

八

束

5
位

金

原

6
位

大

和

南

7
位

農

村

8
位

中

里

9
位

種

川

同
位

曙

町

u位
大

和

北

口

位

御

影

凶
位
、
栄

町

凶
位

南

栄

町

日

位

末

広

町

同
位

高

美

町

げ
位

商

工

団

地

問

位

南

町

ω位
光

の

里

加
位

東

町

小
学
生
代
表、，F

高
齢
者
代
表

幼
児
代
表

制b

交通安全
町民大会宣言

車同
年
代
表

体育祭競技開始前には交通安全総ぐるみ運動の一環として、関

係団体が一同に会し交通安全町民大会が行われ、各年齢層を代表

した 6人が交通事故防止への宣箸文をそれぞれ読みあげました。
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教
育
功
労
者
表
彰
受
け
る

前
教
育
長

大

昨
年
日
月
に
教
育
長
を
退
任
さ

れ
た
大
塚
勝
三
さ
ん
が
、
こ
の
ほ

ど
全
国
町
村
教
育
長
会
が
行

っ
て

い
る
教
育
功
労
者
と
し
て
表
彰
さ

れ
、
6
月
却
日
教
育
委
員
会
に
お

い
て
表
彰
状
が
竹
内
教
育
委
員
長

か
ら
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
教
育
長
と
し
て

8
年
以

上
在
籍
し
た
方
を
対
象
に
行
っ
て

い
る
も
の
で
す
。

ま
た
、
北
海
道
町
村
教
育
委
員

会
連
合
会
長
か
ら
も
、
槍
山
管
内

の
役
員
と
し
て
平
成
同
年
6
月
か

ら
平
成
口
年
日
月
ま
で
努
め
た
こ

と
か
ら
今
回
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

大
塚
さ
ん
は
平
成
4
年
H
月
口

日
に
教
育
長
に
就
任
さ
れ
、
平
成

は
年
川
月
ロ
日
ま
で
2
期
8
年
に

わ
た
り
町
の
教
育
の
発
展
に
尽
力

さ
れ
ま
し
た
。

表
彰
状
を
受
け
取
っ
た
大
塚
さ

ん
は
、

「受
賞
し
た
の
は
、
教
育
委

員
や
職
員
の
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で

す
。
こ
れ
か
ら
も
ご
指
導
ご
鞭
縫

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
」

と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

ダミーで良かった
こぐまクラブ

⑨~ 

塚

(67歳)

勝

さ
ん

込
ヨ
ヨ
山
北
部
4
町
で
構
成
す
る
瀬

L
T棚
地
区
保
護
司
会
の
方
々
が

7
月
2
日
役
場
を
訪
れ
、
第
引
回

H

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
u

の

法
務
大
臣
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

佐
々
木
秀
雄
会
長
が
朗
読
し
、
村

本
町
長
に
運
動
の
協
力
を
要
請
し

ま
し
た
。
引
き
続
き
今
金
保
護
司

会
で
は
町
内
を
回
り
犯
罪
や
非
行

防
止
を
啓
発
し
て
歩
き
ま
し
た
。

こ
の
運
動
は
、
犯
罪
や
非
行
の

防
止
と
罪
を
犯
し
た
人
た
ち
ゃ
非

行
に
陥
っ
た
少
年
た
ち
の
更
生
に• • 

の
職
員
か
ら
熱
心
な
指
導
を
受
け

て
い
ま
し
た
。

大
き
な
急
ブ
レ
ー
キ
の
音
と
と

も
に
ト
ラ
ッ
ク
に
ひ
か
れ
る
ダ
ミ

ー
人
形
。
ひ
か
れ
る
瞬
間
に
は
子

供
た
ち
か
ら
悲
鳴
が
あ
が
っ
て
い

ま
し
た
。
時
速

mimω
同
程
度
の

ス
ピ
ー
ド
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
駐

車
場
に
は
急
ブ
レ
ー
キ
の
跡
が
付

い
て
い
ま
し
た
。

つ
い
て
理
解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
に
お
い
て
力
を
合
わ
せ
、

犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い
社
会

を
築
こ
う
と
す
る
運
動
で
す
。

7
月
日
日
に
は
青
少
年
の
非
行

防
止
道
民
総
く
る
み
運
動
強
調
月

閣

(
7
月
1
日
1
引
日
)
の
一
環

と
し
て
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
が
役
場
を

訪
れ
、
知
事
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
村
本
町
長
に
伝
達
し
ま
し
た
。

目
標期
と間
し中
てに
取は
り次
組の
ま 7
れつ
まの
し運
た!lVJ

0 が

重
点

|犯 問 行 伽
明るい社会を

重
点
目
標

一
「
道
民
家
庭
の
日
」
の
普
及
促
進

一
青
少
年
を
取
り
巻
く
社
会
環
境
の
浄
化

一
薬
物
乱
用
防
止
対
策
の
取
組
強
化

一
い
じ
め

・
校
内
暴
力
問
題
へ
の
取
組
強
化

一

地
域
に
お
け
る
非
行
防
止
活
動
の
推
進

一

青
少
年
相
談
活
動
の
充
実
強
化

一

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
の
推
進

第
H
回
交
通
安
全

ゲ

l
ト
ボ
ー
ル
大
会

町
交
通
安
全
協
会
・
交
通
安
全

運
動
推
進
委
員
会
が
主
催
す
る
交

通
安
全
ゲ
ー
ト
ボ

l
ル
大
会
が
、

7
月
5
日
総
合
体
育
館
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

大
会
に
は
町
内
か
ら
凶
チ
l
ム

M
名
が
参
加
、
白
熱
し
た
試
合
が

繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

大
会
は
当
初
高
美
、
ケ

l
ト
ボ
ー

ル
場
で
行
わ
れ
る
予
定
で
し
た

が
、
あ
い
に
く
の
雨
で
屋
内
に
変

更
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
大
会

前
に
は
お
年
寄
り
の
交
通
安
全
を

願
い
祈
願
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

• 

河
川
清
掃
で
ご
み

」
掃

1
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後
志
利
別
川
清
流
保
護
の
会

7
月
7
目
、
後
志
利
別
川
清
流

保
護
の
会
(
会
長
秋
元
誇
)
の

呼
び
か
け
で
、
官
公
署
、
各
種
団

体
、
建
設
業
関
係
者
、
今
金
中
学

校
生
徒
な
ど
約
羽
田
体
か
ら
間
人

が
利
別
川
の
河
川
敷
に
集
ま
り
、

住
吉
口
頭
首
工
か
ら
今
金
水
門
付
近

ま
で
手
分
け
を
し
ご
み
拾
い
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

毎
年
の
こ
と
な
が
ら
、
心
な
い

人
に
よ
る
不
法
投
棄
と
思
わ
れ
る

よ
う
な
ご
み
が
目
立
ち
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
の
手
で
い
つ
ま
で
も

美
し
い
利
別
川
を
残
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

テ
レ
ビ
東
京
の
制
作
会
社
が
、

毎
週
金
曜
日
午
後
9
時

M
分

1
ω

時
の
時
間
帯
で
放
映
し
て
い
る

「虹
色
紀
行
」
の
番
組
収
録
の
た

め
、
字
中
里
『
オ
オ
シ
ユ
ブ
ン
ナ

イ
の
滝
』
の
撮
影
に
訪
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
ス
ト
レ
ス
の
た
ま
る

一
方
の
現
代
人
に
贈
る
「
リ
ラ
ク

ゼ

l
シ
ヨ
ン
旅
番
組
」
と
し
て
、

日
本
会
国
の
観
光
地
を
訪
れ
そ
の

土
地
独
特
の
美
し
い
風
景
や
郷
土

料
理
等
を
紹
介
し
て
い
る
番
組
で

す
。
映
像
の
美
し
さ
と
音
楽
、
ナ

レ
ー
シ
ョ
ン
の
み
で
構
成
さ
れ
ま

す。
番
組
は
関
東
地
方
の
み
の
放
送

と
な
り
ま
す
が
、
お
知
り
合
い
の

方
が
お
り
ま
し
た
ら
是
非
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

イ
の
滝
』

に
一
役

-
制
作
会
社
マ
テ
レ
ビ
東
京

.
放
映
日
マ

8
月
M
日
(
金
)

マ
午
後
9
時

M
分

1
凶
時

-
番
組
名

「虹
色
紀
行
」

-
放
送
内
容
マ
映
像
と
ナ
レ
ー
シ

ョ
ン

-
そ
の
他
マ
全
国
の

J
A
S
(
日

本
工
ア
シ
ス
テ
ム
)
機
内
で
も
放

映
さ
れ
ま
す
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え

し

に

所

見

用

ヲ

箇

ち

り

使

y
る
た

ぱ
で
ラ
な
供

つ

使

ト
と
子

や
」
急
型
角
る

!
{
モ
小
死
す

い
ね
に
る
、
認

わ
い
際
い

り
確

h
L

な
実
て
乗
を

今
金
幼
稚
園
の
お
母
さ
ん
た
ち

で
組
織
し
て
い
る

「こ
ぐ
ま
ク
ラ

ブ
」
で
は
、
子
供
た
ち
に
交
通
事

故
が
実
際
に
起
き
る
と
き
の
状
況

を
見
て
も
ら
お
う
と
、

「
く
ろ
ね

こ
ヤ
マ
ト
の
宅
急
便
」
で
お
馴
染

み
の
ヤ
マ
ト
運
輸
鮒
瀬
棚
営
業
所

の
協
力
を
得
て
、
ダ
ミ

l
人
形
な

ど
を
用
い
た
実
践
指
導
を
行
い
ま

し
た
。会

場
と
な
っ
た
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
前
の
駐
車
場
に
は
、
今
金
幼

稚
園
の
園
児
の
他
、
小
百
合
保
育

園
・
今
金
保
育
所
の
子
供
た
ち
ゃ

父
兄
も
駆
け
付
け
、
ヤ
マ
ト
運
輸



わ
が
家
の
自
慢
競
い
合
う
!

今金町家畜共進会

馬あ れ 金で
がげ 、岡J7今

出た手 畜月金
陳乳塩産 ¥9町
さ用に 共 日家
れ牛か進 、畜

自ムけ会 第 共

慢 日てが38進
の牢育行回会
体 Jてわ今場 、

形
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

今
年
は
乳
用
牛
お
頭
、
肉

用
牛
別
頭
、
馬
同
頭
の
計
幻

頭
と
昨
年
よ
り
初
頭
以
上
も

多
く
出
陳
さ
れ
、
会
場
内
は

大
変
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

肉
用
牛
の
審
査
の
中
で
は
、

「白
老
の
市
場
に
は
出
さ
ず
、

ぜ
ひ
地
元
に
残
し
て
も
ら
い

た
い
」
と
審
査
員
か
ら
助
言

さ
れ
る
場
面
も
あ
り
ま
し
た
。

.肉用牛の部

.仔牛の音1¥

。最高位

も/u4
加藤照市(鈴金)

O準最高位

きたたに 8

諸戸忠義(金原)

.未経産の部

。最高位

ひらしげ

佐藤弘一(金原)

O準最高位

いとしげみ

村上仁司(種)11)

.経産の部

。最高位

(同時に肉牛の部最高位)

うめさちこ

楠原隆紀(神丘)

O準最高位

(同時に肉牛の部準最高位)

けなげ

村瀬重一 (八束)

今金町家畜共進会結果(敬称略)

@到し用牛の部

・未経産の部

。最高位

ベルファームプリニセスアトラス

鈴木 真(鈴岡)

0準最高位

インマヌエルマスコッ卜 アパッチ

山崎 良介(神丘)

.経産の部

。最高位

(同時に乳用牛の部最高位)

ベ)，77-ムジョセフインリンカーンジョ)，卜
鈴木 真(鈴岡)

0準最高位

(同時に乳用牛の部準最高位)

シャイノメールリーゴールドパックマサ

安藤輝雄(神丘)

北海道の職員

花石で砂金堀を体験
資
源
回
復
願
い

ヒ
ノ
キ
ア
ス
ナ
ロ
の
苗
配
布

.馬の部

。最高位

カフトクリーク

河島藤雄(八束)

• • 
7
月
口
・
同
日
の

2
日
間
に
わ
た
り
、
北

海
道
と
地
方
職
員
共
済
組
合
北
海
道
支
部

が
主
催
す
る
「
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ

ー
」
が
瀬
棚
町
と
今
金
町
を
会
場
に
行
わ

れ
ま
し
た
。

セ
ミ
ナ
ー
に
は
檎
山

・
渡
島
・
胆
振
・
日

高
支
庁
管
内
か
ら
お
人
が
参
加
し
、
初
日

の
打
日
に
は
瀬
棚
町
で
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ

の
実
技
講
習
を
行
い
、
2
日
目
と
な
っ
た

凶
日
に
は
字
花
石
の
珍
古
辺
川
で
砂
金
堀

り
の
体
験
を
し
ま
し
た
。
参
加
者
の
殆
ど

が
始
め
て
と
あ
っ
て
、
な
か
な
か
採
れ
な

い
よ
う
で
し
た
が
、
そ
れ
で
も
1
時
間
と

い
う
短
い
時
間
の
中
で

1
人
5
粒
前
後
は

採
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。

檎
山
支
庁
で
は
、
平
成
山
年
度
か
ら
山
火

事
や
伐
採
で
資
源
が
減
少
し
て
い
る
ヒ
ノ
キ

ア
ス
ナ
ロ
の
資
源
回
復
に
向
け
、
公
共
施
設

等
に
鉢
植
え
苗
木
や
木
製
ミ
ニ
看
板
な
ど

P

R
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

平
成
同
年
度
に
つ
い
て
は
広
く
槍
山
管
内

の
方
に
n

ヒ
ノ
キ
ア
ス
ナ
ロ
u

を
知
っ
て
も

ら
お
う
と
、
6
月
幻
日
、
役
場
玄
関
前
で
限

定
刷
本
の
地
場
産
幼
苗
が
配
ら
れ
ま
し
た
。

役
場
玄
関
前
に
は
配
布
時
間
前
か
ら
苗
木

を
求
め
る
町
民
が
訪
れ
て
い
ま
し
た
。

「槍山の風景」

フォトコンテストの実施
「過労死」
お気軽に

第14回

七
夕
ま
つ
り

末
広
若
衆
会

今
年
で
第
は
回
を
む
か
え
る
、
末
広

若
衆
会
主
催
の

「七
夕
ま
つ
り
」
が
末

広
公
園
で
行
わ
れ
、
多
彩
な
出
居
や
催

し
物
で
大
変
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

子
供
た
ち
を
対
象
と
し
た
「
な
わ
と

び
大
会
」
や
「
さ
く
ら
ん
坊
種
と
ば
し

大
会
」
に
は
、
豪
華
景
品
を
目
指
し
多

く
の
子
供
た
ち
が
参
加
し
て
い
ま
し
た
。

〕6
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| 運動:今三ナ")プ d

二号 i 
j巴:!3FV言語学校 : 

~r-r，;6開Fit道在日
;唖堅 一 一一 ー

北海道槍山支庁では、「槍山の景観」を再発見・
再認識し、景観に対する関心を高めてもらうと

共に、多くの方々に恰山の魅力を知っていただ
くために、 「袷山の風景Jフォトコンテストを実
施します。ふるってご応募くださ い。

大切にしましょう。
あなたのからだ!

• • .テーマ 「私の知ってる檎山の風景 ・教えてあ
げたい槍山の風景」

(募集部門)rまち」・「自然」・ 「段漁村」
・応募資格特に定めません。
・応募規定 檎山管内で撮影した未発表で他に
応募予定のないものに限ります。

・「四つ切りサイズとサービスサイズ」のセッ
トとし、カラー白黒は問いません。

・応募点数は l人5点以内とします。

・応募締切 平成13年10月末日(当日消印有効)

毎月第2月曜日は

「仕事と健康を考える日J

いま、 「過労死Jが話題になっています。

当協会では、医師等の専門家にもご協力いただ

き、 「過労死」等のご相談に応じています。

お気軽にご相談ください。

フリーダイヤルによる電話でのご相談でも結構で

す。

相談は無料です。秘密は厳守されます。

詳しくは募集要領をご覧ください。

募集要領・応募粟については、役場企画振興
課または拾山支庁にあります。また、応募粟に
ついては、槍山支庁ホームページ
(http://V川 hi yama. pre r. hokka i do. j p) 

にも掲載しています。

《問い合わせ先))

槍山支庁経済部建設指導課主査(まちづくり)
~01 395-2- 10 1 0 (内線249J) 

。 日時じ〉毎月第2月曜日

仁>10時から16時
。場所仁>c財)労災年金福祉協会札幌年金相談所

じ〉住所 札幌市北区北 7条西2丁目 北ビル7階

仁〉電話 o 120-603114(フリーダイヤル)

。主催C>C財)労災年金福祉協会

。後援c>厚生労働省 ・北海道労働局

〕7
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【冷蔵庫内1
0置く場所は

・ チルド室 ( 0 ~40C) が望ましい

.上より下の方が温度が低い

。他の食品に触れないように

(ビニール袋、ラップ、プラス

チック容器等)

【生の魚介類の調理は】

。魚の表面・内臓のあとを流水で十分洗う

。 まな板 ・包丁を使ったら

・まな板、包丁を洗浄・消毒(熱湯など)

.手は石鹸でよ く洗う

“冷蔵庫から出してからは、

21時間以内に食べましょう"

“家庭での食中毒を予防し、

楽しい夏を過ごしましょう!.. 

夏の食中毒のうち、最も多いのが「腸炎ビブ

リオ」によるものです。

昨年、北海道で、 7・8・9月に発生したお

件の食中毒のうち 57件 (67パーセン ト)が腸

炎ビブリオによるものです。

腸炎ビブリオは海水にすむ細菌で、夏、海水

温の上昇とともに増殖、海産物に付着して人の

口に入ります。熱、真水には弱い細菌です。

夏、家庭で生の魚介類を食べる場合は次のこ

とに気 をつけましょう。

幼児、高齢者、病弱者等抵抗力の弱い方には

生ではなく 、加熱調理したものをお勧めします。

をミ4

【魚介類の購入は】

。その日の買い物の最後 に

。容器包装入りのものは表示を確認

・賞味期限 ・保存温度 e

。 「禁」寄り道• • 

@
@
⑨
⑨
⑮
⑮
 

私

の

学

校

今
金
小
学
校
六
年
一
組

森

田

未

私
の
い
る
学
校
、
今
金
小
学
校

は
、
け
つ
こ
う
古
い
で
す
。
私
は

6
年
生
な
の
で
、
来
年
は
も
う
卒

業
し
ま
す
。
つ
い
こ
の
前
入
学
し

た
と
思
っ
た
ら
、
も
う
最
上
級
生
。

は
や
い

・と
私
は
思
う
。

思
い
出
も
け
つ
こ
う
あ
り
ま
す
。

一
年
生
で
初
め
て
や
っ
た
、
学
芸

会
、
運
動
会
、
私
は
、
学
芸
会
の

方
が
い
い
で
す
。
器
楽
な
ん
か
が

お
も
し
ろ
い
か
ら
。

5
年
生
に

行
っ
た
、
江
差
見
学
も
お
も
し
ろ

か
っ
た
で
す
。
で
も
、
な
ん
と
い
っ

て
も
今
年
行
っ
た
修
学
旅
行
で
す
。

み
ん
な
で
買
い
物
を
し
て
、
み
ん

な
で
部
屋
に
泊
ま
っ
て
、
サ
イ

コ
l
の
思
い
出
で
す
。

今
、
や
っ
と
夏
休
み
が
近
つ
い

て
き
ま
し
た
。
マ
ラ
ソ
ン
大
会
、 耳目

町
内
陸
上
な
ど
、
苦
し
い
行
事
も

た
く
さ
ん
や
る
け
ど
、
や
っ
ぱ
り

こ
の
学
校
に
い
て
よ
か
っ
た
と
思

う
。
友
達
も
た
く
さ
ん
い
る
し
。

ち
ょ
っ
と
古
い
け
ど
、
や
っ
ぱ
り

今
金
小
学
校
に
い
た
い
で
す
。

私

の

学

校

今
金
小
学
校
六
年
二
組

黒

沢

由

美

子

私
の
学
校
は
、
大
き
い
で
す
。

全
校
生
徒
は
、
三
百
四
人
で
す
。

こ
の
大
き
な
学
校
で
は
わ
か
ら
な

い
事
や
、
す
ご
い
事
、
色
々
な
事

が
、
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
、
「
三
年
プ
レ
ー
ル

I
ム

の
、
青
っ
ぽ
い
ド
ア
。
」
で
す
。
そ

こ
に
は
、
私
が
三
年
生
の
時
に
も

カ
ギ
が
か
け
ら
れ
て
い
て
、
開
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
今
で
も
、
そ
の

ド
ア
は
聞
き
ま
せ
ん
。
一
度
で
い 《北海道八雲保健所 ・北海道八雲保健所今金支

所 ・今金地方食品衛生協会》

-とき/8月12日(日)午後7時
.ところ/ユーラップ河川敷(悪天候の場合
はl日ずつ"延.ill大18日まで)
スターマインなど約 1，000尭の花火が八雲

町白夜空に打ち上げられますa また、アトラ

号号

納 涼 ユ ーラップ花火大会

町i¥ 
きたひやま夏まつり

新企画『筋肉番付』ストラックナイン
キックターゲット ホールインパーク l

チーム 3名以内で3総額の競技に挑戦して合
計ポイントで順位を挟めます.小学生以上で
参加料は無料です
総合優勝は、 50，000円の商品券 1

北槽山町
ホムペジ開設Lij;: -! 

瀬棚町商工会青年部

この段、瀬棚町商工会背年部がホ ムペ
ジを聞践しました。

-釣り情報・アウトドアスポーッ・民宿 宿
泊・懸賞付アンケ ト・マップ。交通アクセ
ス・イベン卜情報.'Jンク柴など内容盛ηだ
くさんです.

町棚瀬

い
か
ら
見
て
み
た
い
で
す
。
次
に
、

「
う
さ
ぎ
ご
や
。
」
で
す
。
そ
の
う

さ
ぎ
た
ち
は
、
何
年
か
前
に
キ
ツ

ネ
に
、
食
べ
ら
れ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
キ
ツ
ネ
一
が
、
地
面
に
穴
を
ほ
っ

て
、
う
さ
ぎ
こ
や
に
入
っ
た
そ
う

で
す
。
そ
れ
は
、
残
念
で
す
が
、

し
ょ
う
が
な
い
事
だ
と
思
い
ま
す
。

次
に
、
今
年
度
今
金
小
学
校
に
、

「
パ
ソ
コ
ン
。
」
が
入
り
ま
し
た
。

視
聴
覚
室
に
入
り
ま
し
た
。
早
く

つ
か
い
た
い
で
す
。

こ
れ
か
ら
、
私
が
卒
業
し
た
後
、

今
小
は
ど
の
よ
う
に
変
わ
る
の
で

し
ょ
う
。
こ
ん
な
事
が
い
っ
ぱ
い

あ
る
け
ど
毎
日
楽
し
い
で
す
。
こ

れ
か
ら
も
、
色
々
な
人
達
を
む
か

え
て
下
さ
い
。

クンヨンとして道南町よさこいソーラン
チーム白"熱い"踊りも披露されます四
暑い互の夜に、冷たいビールと花火で“諒

を感じませんか。皆織のご来喝をお持ちして
おります.
・お問い合わせ先/八忽観光協会(八雲商工
会)百 01376-3-2525

-日時/8月15日(水)午能3時開始
畳付2時~

・場所/北Nl山農村環境改善センタ-
4お問い合わせ先》
問実行控目金 目O!378-4-5406 

-ホムペソアドレスは、
http://w剛 6.ocn. ne. j pr se i nenbul 

鳴と
• • 

No.40 

四季折々 の野の花が楽しめる避歩道やイワ
ナ・ヤマペを放流する111に固まれたキャンプ
場。周辺にはテニスコートなどのレク リエー
ンヨン施設や温泉が楽しめる国民宿舎あわび
山荘があり、快適なアウトドアライフが楽し
めます。
圃場所/大成町貝取澗
・利用料金/大人 200円小中学生 100円

テント 5人以下 i張り 却 O円
6人以上 l張り G 10円

.秘湯「熊の湯」・

平囲内川のダイナミックな渓谷を

限下に、自然に抱かれた野趣豊かな

露天風呂(男女混浴)。ひらたない荘

より 2，5km奥。男女別更衣室、駐車場

有り。

-利用料/無料

※ 11月末閉鎖

大成町
・大成町野営場.
(貝取，間渓谷キャンプ場)

コリドーIL交涜ネットワ一つ晴報

町石貫長
~祭りばやしの競演~

・おしゃまんべ夜みこし行事IJ・

スポットライト ・ちょうちんなどで飾
り付けをした山車やみこしが、歩行者天
国になっているストリ トを激しく繰り
揖吉、勇壮な姿を観客に披露します.

8月 10日(金)
午後7時間分~
本町・元町商庖街メインスト
リート

《お問い合わせ先》
長万部商工会 '1l' 01377~2 ~ 2270 

-日時

-場所

長万部町

国
の
教
育
ロ

l
ン
の
ご
案
内

高校や大学・専門学校・各種学校などへ進学す

るための諸費用や、在学中の授業料 ・下宿代など、

お子様の教育に必要な資金を融資する公的制度と

して、低利な「国の教育ローン」がお役に立ちま

す。(海外の学校への留学資金にも利用できます。)

ご融資の概要

ご融 資 額 学生生徒お 1人につき 200万円以内

利 率年1.85(固定)[平成 13年7月2日現在〕

ご返済期間 交10年通以遺児内家庭および母子家庭の方については
I年の延長が可能です。

措置 期 間
在学期間以内でフヒ金の措置ができます。
(こ返済期間に古まれます固)

保
証(財)教育資金融資保証基金または保証人

( 1人以上)

毎月冗利均等返済

ご返済方法
ボーナス月噌傾返済(ご融資額の2分の l以内)や
ステップ返済(ご遅請を造中で増額するもの)もで
きます。

《お問い合わせ先》
大成町枝場産業眼脱政係
百 01308+5511 内棉 223

(8) 

国民生活金融公庫函館支庖

教育ローン係 官 0138- 23 - 8291 

※問い合わせ先

も

お

う

h
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つ
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く
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t
r
滴

り

や

小

銭

錆

び

ゐ
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E
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忌
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み

ち

さ

か
た
め

ど
う

け

ま

が

い

ぷ

つ

ミ
モ
ザ
咲
き
片
目
で
道
化
し

間

櫨

仏

辻

知

子

，

日
俳
句
に
は
本
来
ふ
り
仮
名
は
不
要
で
す
が

"健
も
が
よ
み
や
す
く
4

と
の
主
旨
に
よ
り
お
え
て
付
置
し
て
い
ま
す
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8月31日(金)は
個人事業税の第1期分の納期限です

個人事業税は、事業を行っている個人の方が、

その事業の所得を基礎に課税され、8月と 11月

の2固に分けて納める道税です。(年額が l万円

以下の場合は、 8月に全額を納めます。)

1回目の納期限は8月31日(金)です。納付

奮は8月に第2期分の納付書と一緒に送付して

おりますので、お確かめのうえ、銀行・郵便局

などお近くの金融機関で納めてください。(納付

書をなくされた方は再送付しますので、お早め

にお申し出ください。)

なお、納期限ごとに預金口座から白動的に振

替納税する、 口座振替の制度があります。申込

方法は、納税通知書に同封の「預貯金口座振替

依頼書」に必要事項を記載し、ポストに投函す

るだけです。

[お問い合わせ先]

檎山支庁総務部税務課納税係

H01395-2-1010 

道税ホームページ

(hllp://lmv. pref. hokkaido. jp/souslu/sm-zeimu/) 

知っていますか?建退共制度!! 

建設現場で働く人の退職金は安全・確実・有利な「建

退共制度」がおすすめです。

<建設事業主のみなさまへ>

・申込手続きは簡単です加入時に経費はかかり

ません)

・経営事項審査で加点されます!

・掛金は全額非課税で国が一部を補助します!

・福利厚生施設の融資が受けられます l

<建設現場で働くみなさまへ>

・建退共の手帳を持っていますか?

・事業主が変わっても退職金は通算して計算されま
す 1

※加入者還元のための宿泊割引 ・レンタカ一割引等の

携帯サービス事業も行っております。

ハ口
l
ワ
!
っ
か
ら
の

お
知
ら
せ

函
館
公
共
職
業
安
定
所
職
員
の

派
遣
日
は
、
次
の
と
お
り
と
な
り

ま
す
。な

お
、
北
檎
山
職
業
相
談
室
で

の
雇
用
保
険
受
給
手
続
き
に
つ
い

て
は
職
員
派
遣
日
に
職
員
が
取
扱

を
し
ま
す
が
、
職
員
の
派
遣
日
以

外
は
八
雲
出
張
所
で
手
続
を
し
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

。
平
成
同
年
8
月
分

8
月
幻
日
(
水
)

午
後
1
時

1
午
後
5
時

・
8
月
お
日
(木
)

午
前

9
時
1
口
時

。
連
絡
先

{北
檎
山
職
業
相
談
室
〕

8
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7
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4
5
7
2
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内線2361

もよりの建退共北海道支部へお問い詳しいととは、

合わせ下さい。

HO 1 1-261-6186 
勤労者退職金共済機構

建退共北海道支部

建退共本部のホームページを開設しました。

退職金の試算ができますので、ぜひアクセスしてみて

ください。

ホームページアドレス

hllp://www.alles. or. jprkenlai 1/ 

• • 

終
戦
当
時
の

引
傷
者
の
白
h
y

へ

券
な
ど
の
う
ち
日
本
に
送

れ
た
も
の

室

返
還
の
申
し
出
は
、

ザ

か
り
で
な
く
、
ご
家
族
の

結
構
で
す
。

お
心
当
た
り
の
方
は
、

(
地
)
を
所
轄
す
る
税
関
ま

寄
り
の
税
関
へ
お
問
い
ム

さ
い
。

通
貨
・
証
券
な
ど
を
お
返
し

し
て
い
ま
す

税
関
で
は
、
お
預
か
り
し
て
い
る

次
の
通
貨
・
証
券
な
ど
を
お
返
し

し
て
い
ま
す
。

。
終
戦
後
、
海
外
か
ら
引
き
揚
げ

て
こ
ら
れ
た
方
が
、
上
陸
港
(
地
)

の
税
関
、
海
運
局
に
預
け
ら
れ
た

通
貨

・
証
券
な
ど

O
海
外
の
集
結
地
に
お
い
て
領
事

館
な
ど
に
預
け
ら
れ
た
通
貨

・
一説

檎山支庁管内町村職員

採用資格試験案内

函
館
税
関
監
視
部

干

0
4
0
8
5
6
1

ジ ュ ン 柴 容

古川三代子

大古啓太郎

児主圏子
石 井禎 子

石井照子洋子

今金老人クラブ

松永正義

今金町民生児童委員協議会
伊東健一

安服久雄
細川| アキイ
竹内礼干

今村周子

織田町!子

町村共子
今金ライオンズクラブ

曽我JI 栄子

主主品ア イ
今金婦人

多田守伸

多田絹子
芳賀芳見

控 芳雄

的オ 忠

今 金誼裁会

今金赤十字奉1:1団
矢野 草

謙均金
今金音楽愛好会

種川婦人 会

今 金 目I観光協会

水野 進

町商 工会
伴 常雄

林印刷

高情 実

黒沢商

ベい
小池みち子
伊藤文一

白 我 井 仲 之

伊藤宏典

山口キヌ子

村上雅秋

回旧商屈

伸丘老人クラブ

天沼予夫

八重樫 f古
今金町職員組合

水上 智

~(山素子
今 金 郵 阻
杉林栄子

尾形信一
佐々木金物
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嶋
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》
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消
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一
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一
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拙
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闘
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木
次
回
波
津
村
畑
塚
川
哨
酌
向
島
町
嵐
町
一
一
時
辺
部
木
ヤ
ハ
町
田
国
原
町
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町

F
町
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成

閉

会

棚

洋

り
福
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r
竹
島
岸
石
高
出
大
小

E
m秋
北
伽
丑
は
佐
渡
恨
斉
出
佐
川
仕
仰
に
伊
は
大
畑
車

こ
会
り

U
J
社
品

事
九

、持いや

A
t
閣
mm

築
技
市
舟
ご
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挫
仁

1
ー
、i

祉
困
矧

福

学
ご

会

盟
白

t
の
額

全
光
多

※
 

大学校
海上保安 学生募集

学 校

海上保安庁では、平成14年4月採用の海上保

安大学校 ・海上保安学校学生の採用試験を次に
より行います。

保安学校学生

(木)

(火)

(木)

(木)
-試験日 (第 1次試験)

(j)海上保安大学校平成13年10月27日
. 28日

(2)海上保安学校平成13年9月23日
・第 l次試験地(道内分)
札幌市 ・函館市 ・小樽市・旭川市 ・甜iI路市

・その他
本年度から、海上保安学校学生採用試験に新

たに航空機操縦要員となるための教育訓練を受

ける学生を対象とした「航空課程区分Jを設けて
おります。

(士)

(日)

(日)

-受験申込書受付期間
大学校学生平成13年8月30日

~9 月 II 日

平成13年7月初日

~8 月 9 日

自衛官採用試験日程等のご案内

区 分 志願受付
1 、:正式島貨

試験日 試験全地

Wi 候 補 士 B月6日(月) 今金

一般型候補学生 9月 7日(壷)
9月16日(日) 函館 ・松前

八雲 ー江差

8月6日(月)

航 空 * 生 9月 7日(壷)
9月22日(土) 函館

9月13日(木)

宥 lsIl 叫す 生 ~ 10月23日(日) 函館
10月12日(金)

9月13日(木)
日月 10日(土)

一般 ~ -11日(日)
函館

防衛大学校 10月12日(金)

推i1'J 91l月 57 日日 (( 金水) ) 9月23日(日)1:術大学校
........211日(月) 須賀

9月13日(木)
日月 3日(土)

防衛医科大学校
-4日(日)

函館
10月12日(金)

区 分
志願畳付 採用試験

締切日 試験日 試験会場

2等陸海空士
9月19日(水)

9月 7日(金) 23日(日) 函館(3.4月入隊)
211日(月)

2次試験等詳しいことについては
自衛隊函館地方連絡部今金募集事務所まで
H01378-2-0258 
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」
本
人
ば

方
で
も

上
陸
港

た
は
最

口
わ
せ
下

会
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四I

函
館
市
海
岸
町
別
番
4

8
0
1

3
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8月 10日(金)まで

9月 16日(日)

-北槍山町(槍山北高校)

・江差 町 (江差高校)

-奥尻町(奥尻町役場)

一般事務職 (上級 初級)

今金町、上ノ国町

平成 14年度

受付期間

第 l次試験

試験地

試験区分

採用予定町

※
期
限
内
に
納
付
で
き
な
い
事
情
の
あ
る
場
合
は
、

お
早
め
に
税
務
署
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

八
雲
税
務
署
総
務
課
管
理
徴
収
担
当

申込書用紙の請求及び詳しいお問い合せは

《役場 2階総務課まで))H2-0111 

《福岡県》

近畿大学九州短期大学

《新潟県》

喜多自

《叫Ii杉山D)
基官教独立学闘同等学校

基督教独立学閣高等学校
伊藤菊子

《釧路市》

浜西信

《車部寺村》

原紺盛

《帯広r¥i))
木下雅
久保佳

《沌Jllr!T>)
高 島玲
《官'/iiJif甘》
佐眼 一
桝L帽市》

創

高橋正

池田克

宮崎一

片岡洋

岡田久

安藤鉄
《苫小牧市》

小泉正

三 熊邦

《品牧村》
内藤
《函館市》

口

下7η
L
Aせ

Aω1

治

拍

子

義

同

栄
彦
彦
時
三
江
ω力

雄

紀
幸

子

品

受験資格、試験科目等詳しいことにつ

函館海上保安部管理課に問い合わせく

〕nU
 

1
 

〔

。。1
 

1
 

1
 

q
L
 

A
せ

n
k
u
 

。
nd

お
は
い

ー

な
て
さ

0

い
だ

8

購
買

剣道…
前市

堂

庖

悶

材

金

孝

行

究

の
納
期
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

※
納
め
忘
れ
の
な
い
便
利
な
口
座
振
替

刀
手
涜
立
役
場
1
措
悦
務
課
ま
で



(重点目標)

困困圃回
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
だ
れ
で
も
が
、

町
の
歴
史
や
自
然

・
文
化
を
大
切
に
し

家
庭
や
学
校
、
地
域
社
会

の
き
ず
な
を
深
め

熱
意
を
も
っ
て、

自
ら
楽
し
く
健
や
か
に
学
び
合
い
ま
し
ょ
う
。

社会教育

だより
第297号日

常
生
活
の
中
で

近
年
の
健
康
ブ
ー
ム
に
乗
っ
て

『ウ
ォ

l
キ
ン
グ
』
と
い
う
名
称

が
広
ま
り
、
多
く
の
人
達
が
歩
き

出
し
ま
し
た
。
本
町
で
も
す
で
に

朝

・
夕
方
問
わ
ず
多
く
の
方
が
歩

い
て
い
ま
す
。
今
回
の
テ
ー
マ
は

『
歩
く
』
こ
と
を
日
常
生
活
に
ど

の
よ
う
に
取
り
入
れ
て
い
く
か
考

え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

一
般

的
に
健
康
や
体
力
を
維
持
増
進
し

て
い
く
た
め
に
は
成
人
で

l
日
約

『
歩
く
』

3
0
0
カ
ロ
リ
ー
の
運
動
が
必
要

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
卓
球
・
羽

球
な
ど
な
ら
持
分
、
ゴ
ル
フ
な
ら

1
ラ
ウ
ン
ド
、
ボ
ー
リ
ン
グ
な
ら

9
ゲ
l
ム
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
な
ら

判
分
と
い
っ
た
具
合
で
す
。
こ
れ

ら
を
日
常
定
期
的
に
行
う
の
は
困

難
の
方
に
『
歩
く
』
こ
と
を
お
す

す
め
し
ま
す
。
こ
れ
は
安
全
で
効

率
よ
く
カ
ロ
リ
ー
を
消
費
す
る
こ

と
が
で
き
、
手
軽
で
稚
で
も
ど
こ

で
も
で
き
る
運
動
だ
か
ら
で
す
。

私
た
ち
は
、
朝
起
き
て
か
ら
無
意

識
に

1
5
0
カ
ロ
リ
ー
の
運
動
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。
残
り
の

1
5

0
カ
ロ
リ
ー
を
歩
く
こ
と
で
消
費

す
る
こ
と
が
ベ
ス
ト
な
の
で
す
。

改
め
て
時
間
を
つ
く
っ
て
始
め

る
の
で
は
な
く
家
か
ら
の
通
勤
を

車
か
ら
自
分
の
足
で
歩
く
こ
と
に

し
た
り
、
日
常
生
活
に
取
り
入
れ

る
こ
と
が
、
健
康
づ
く
り
の
第
l

歩
に
燃
が
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。• • 

〈
支
援
〉
で
つ
く
る

学
び
の
ま
ち
づ
く
り
』

『
〈
自
主
〉

と

p
a
r
t
4
 

1
第
2
次
今
金
町
社
会
教
育
中
期
計
画
よ
り

1

前
号
で
は
、
少
年
期
ま
で
の
発

達
課
題
と
そ
の
方
策
に
つ
い
て
お

知
ら
せ
し
ま
し
た
。
今
月
号
で
は

各
方
面
で
の
活
躍
に
大
き
な
期
待

が
寄
せ
ら
れ
る
青
壮
年
期
(
概
ね

同
歳

1
的
歳
の
期
間
)
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

《
青
壮
年
期
の
発
達
課
題
》

O
人
生
観
、
社
会
観
を
確
立
し
、

積
極
的
な
生
き
方
を
身
に
つ
け

る
。

O
人
間
と
し
て
の
望
ま
し
い
生
き

方
を
基
盤
に
し
た
マ
ナ
ー
を
身
に

つ
け
る
。

O
郷
土
の
自
然
や
文
化
の
理
解
に

努
め
る
と
共
に
、
そ
の
継
承
、
発

展
を
図
る
。

O
団
体
活
動
に
積
極
的
に
参
加

し
、
自
ら
を
高
め
社
会
に
奉
仕
す

る
態
度
や
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
身

に
つ
け
る
。

O
社
会
の
構
成
員
と
し
て
、
そ
の

向
上
発
展
の
た
め
の
地
域
づ
く
り

に
つ
と
め
る
な
ど
、
社
会
的
に
貿

任
あ
る
行
動
と
義
務
を
即
席
た
す
。

O
福
祉
の
心
を
養
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
努
め
る
。

O
両
親
、
先
輩
の
生
き
方
や
考
え

方
を
通
し
て
社
会
人
と
し
て
の
在

り
方
を
習
得
す
る
。

O
職
業
人
と
し
て
の
専
門
的
知

識
、
技
能
を
取
得
す
る
。

O
結
婚
の
意
義
を
理
解
し
、
健
全

な
家
庭
づ
く
り
や
子
供
の
養
育
に

必
要
な
知
識
を
身
に
つ
け
る
。

O
生
き
が
い
と
し
て
の
職
業
に
つ

い
て
考
え
る
。

O
情
報
の
選
択
と
処
理
能
力
を
養

い
、
確
か
な
判
断
に
役
立
て
る
方

法
を
身
に
つ
け
る
。

O
職
場
サ
ー
ク
ル
の
活
動
と
地
域

社
会
に
お
け
る
活
動
と
の
連
携
を

図
る
。

問
い
合
わ
せ
は
、

ノ

一一
l
l
=
一
四
八
八

¥

従
来
、
ホ
モ
・
エ
レ
ク

ト
ゥ
ス

H
原
人
に
続
く

進
化
段
階
と
し
て
、
旧

人
と
い
う
用
語
が
広
く

使
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

旧
人
と
は
通
常
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
知
ら
れ
る
ネ

ア
ン
デ
ル
タ

l
ル
人
を

指
し
ま
す
。
ネ
一
ア
ン
デ

ル
タ

l
ル
人
は
、
脳
容

量
は
現
代
人
と
同
様
か

や
や
大
き
い
の
で
す
が
、

よ
り
原
始
的
な
頭
蓋
冠
、

独
特
な
顔
面
構
造
、
ず

ん
ぐ
り
と
し
た
体
型
な

ど
を
も
ち
ま
す
。
ア
ジ

ア
、
ア
フ
リ
カ
の
化
石

人
類
に
つ
い
て
も
、
旧

人
あ
る
い
は
類
ネ
ア
ン

デ
ル
タ

l
ル
人
と
い
う

用
語
が
使
わ
れ
、
そ
し

て
一
般
的
に
、
原
人

l
旧
人
|
新

人
へ
と
連
な
る
段
階
的
な
人
類
の

進
化
が
記
述
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
ホ
モ
・
エ
レ
ク
ト
ゥ

ス
以
来
、
ア
フ
リ
カ
の
み
な
ら
ず

ビリカ遺跡への遠い道のり(5) 
O
国
際
社
会
に
生
き
る
広
い
視
野

を
養
う
。

O
特
色
あ
る
産
業
、
経
済
、
文
化

の
発
展
に
寄
与
す
る
。

O
泣
か
な
高
齢
社
会
の
在
り
方
に

つ
い
て
考
え
、
社
会
の
変
化
に
適

応
し
、
老
後
の
設
計
を
準
備
、
創

造
す
る
。

O
健
康
で
文
化
的
な
生
活
技
術
を

創
造
す
る
。

O
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
づ
く
り
を
進

め
る
と
共
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

の
知
識
技
術
を
習
得
す
る
。

O
政
治
へ
の
住
民
参
加
と
活
動
を

通
し
て
民
主
性
を
高
め
る
。

O
体
力
の
自
己
診
断
や
健
康
診
断

を
定
期
的
に
受
け
、
健
康
管
理
に

気
を
つ
け
る
。

O
家
事
を
分
担
し
活
動
時
間
を
確

保
す
る
と
共
に
、
社
会
的
政
治
的

視
野
を
広
げ
、
社
会
活
動
へ
積
極

的
に
参
加
す
る
。

O
夫
の
理
解
、
職
場
の
理
解
向
上

に
努
め
る
。

。
人
生
設
計
を
具
体
化
し
、
気

力
、
体
力
、
知
力
を
充
実
さ
せ
る
。

O
家
庭
及
び
社
会
に
お
い
て
常
に

役
割
と
活
動
を
も
ち
、
敬
愛
さ
れ

る
人
間
像
を
目
指
す
。

O
更
年
期
の
病
理
を
学
習
し
、
女

性
の
心
理
と
生
理
機
能
を
科
学
的

に
理
解
す
る
。

以
上
が
背
壮
年
期
に
お
い
て
、

よ
り
よ
い
生
活
を
営
む
た
め
に
学

ぶ
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
事

ユ
ー
ラ
シ
ア
中
に
拡
散
し
た
人
類

の
祖
先
は
、
複
雑
な
進
化
模
様
を

繰
り
返
し
て
き
ま
し
た
。
そ
し

て
、
ホ
モ
・
エ
レ
ク
ト
ゥ
ス
で
も

現
代
人
で
も
な
い
化
石
人
類
に

は
、
地
域
色
、
時
代
色
が
著
し
く
、

彼
ら
を
単
純
な
進
化
系
列
で
的
確

に
表
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
そ

う
し
た
ホ
モ
エ
レ
ク
ト
ゥ
ス
後

の
化
石
を
「
古
代
型
ホ
モ
・
サ
ピ

エ
ン
ス
」
と
呼
び
、
現
代
人
お
よ

び
現
代
人
と
同
様
な
形
質
を
一
市
す

化
石
人
類
を
「
現
代
型
ホ
モ
・
サ
ピ

エ
ン
ス
」
と
呼
ぶ
こ
と
と
し
ま
す
。

ホ
モ

・
エ
レ
ク
ト
ゥ
ス
か
ら
古

代
型
ホ
モ
・
サ
ピ
エ
ン
ス
初
期
の

時
代
の
石
器
文
化
に
は
変
化
が
比

較
的
少
な
く
、
古
代
型
ホ
モ

・
サ

ピ
エ
ン
ス
の
後
期
に
よ

っ
て
石
総

の
多
様
化
が
よ
り
進
み
ま
す
。
と

こ
ろ
が
、
現
代
型
ホ
モ
・
サ
ピ
エ

ン
ス
が
登
場
し
て
ま
も
な
く
、
石

器
お
よ
び
骨
角
器
の
多
様
化
が
飛

躍
的
に
進
み
、
大
型
獣
の
狩
猟
な

ど
を
含
め
た
多
彩
な
活
動
の
展
開

が
あ
っ
た
と
想
定
さ
れ
ま
す
。

ア
フ
リ
カ
で
は
、

ω万
1
判
万

年
前
頃
か
ら
古
代
型
ホ
モ
・
サ
ピ

エ
ン
ス
が
知
ら
れ
、
約
日
万
年
前

に
は
早
く
も
現
代
型
ホ
モ

・
サ
ピ

エ
ン
ス
が
登
場
し
ま
す
。
石
田
帥
か

• • 
柄
で
す
。
こ
れ
ら
を
学
ぶ
具
体
的

な
機
会
や
方
策
と
し
て
は
次
の
と

お
り
で
す
。

《
達
成
方
策
》

背
年
団
体

・
ス
ポ
ー
ツ

・
文
化

活
動
や
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

へ
の
参
画
、
郷
土
史
づ
く
り
、
社

会
人
マ
ナ
講
座
、
ま
ち
づ
く
り

活
動
へ
の
参
画
、
高
齢
社
会
セ
ミ

ナ
ー
、
世
代
間
交
流
、
職
業
能
力

開
発
の
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
や
勉
強

会
、
明
日
の
父
親
母
親
学
習
会
、

育
児
講
座
、
放
送
大
学
な
ど
の
放

送
利
用
講
座
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

活
用
講
座
、
自
治
会
町
内
会
活

動
、
職
場
サ
ー
ク
ル
活
動
と
リ
ー

ダ
ー
養
成
、
国
際
交
流
活
動
へ
の

参
画
、
産
業
・観
光
資
源
捌
査
、
年

金

・
介
説
保
険
講
座
、
余
暇
活
動

の
充
実
、
地
域
ぐ
る
み
の
支
え
合

い
運
動
、
成
人
病
予
防
講
座
、
食

生
活
改
善
運
動
、
行
政
懇
談
会
、

家
庭
生
活
講
座
、
法
律
相
談
、
定

期
健
康
診
断
な
ど
、
多
く
の
機
会

や
方
策
が
唱
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

い
ず
れ
も
生
活
を
向
上
さ
せ
、

よ
り
よ
い
人
生
を
送
る
た
め
に
欠

か
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
そ
う

い
う
意
味
で
は
、
生
活
に
密
着
し

た
身
近
な
事
柄
の
重
要
性
を
あ
ら

た
め
て
伺
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

次
号
で
は
発
達
課
題
と
達
成
方

策
の
パ

l
ト
3
と
し
て
、
子
育
て

層
と
高
齢
者
盾
に
つ
い
て
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

(
次
号
に
つ
づ
く
)

ら
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
の
人
類
の
移

入
は
約

l
o
o万
年
前
と
推
定
さ

れ
ま
す
が
、
人
類
化
石
に
つ
い
て

は
印
万

i
刊
万
年
前
の
も
の
が
最

古
で
す
。
近
年
、
刊
万

1
m
万
年

前
の
頭
蓋
際
本
が
充
実
し
、
こ
れ

ら
が
ネ
ア
ン
デ
ル
タ

l
ル
人
的
形

質
を
も
っ
古
代
型
ホ
モ

・
サ
ピ
エ

ン
ス
と
判
明
し
ま
し
た
。

そ
し

て
、
十
数
万
年
前
か
ら
典
型
的
な

ネ
ア
ン
デ
ル
タ
ー
ル
人
が
数
多
く

知
ら
れ
、
約
3
万
5
千
年
前
を
境

に
現
代
型
ホ
モ
・
サ
ピ
エ
ン
ス
が

こ
れ
に
代
わ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
地
域
性
を
考
慮
す

る
と
、
そ
の
進
化
モ
デ
ル
と
し

て
、
現
代
型
ホ
モ
・
サ
ピ
エ
ン
ス

の
ア
フ
リ
カ
起
源
説
が
有
力
な
仮

説
と
な

っ
て
い
ま
す
。
す
な
わ

ち
、
川
万
年
前
以
前
に
ア
フ
リ
カ

で
出
現
し
た
現
代
型
ホ
モ
・
サ
ピ

エ
ン
ス
は
、
ま
た
た
く
聞
に
中
近

東
ま
で
拡
散
し
ま
す
。
こ
れ
と
並

行
し
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
特

殊
化
し
た
ネ
ア
ン
デ
ル
タ

l
ル
人

が
生
じ
、
一
時
は
中
近
東
ま
で
分

布
域
を
広
げ
ま
す
が
、
4
万
年
前

頃
か
ら
現
代
型
ホ
モ

・
サ
ピ
エ
ン

ス
が
急
速
に
西
方
へ
伸
び
、
ネ
ア

ン
デ
ル
タ
ー
ル
人
に
取
っ
て
代
わ

る
と
い
う
仮
説
で
す
。

〕nt
 

1
 

〔

、.，，

社
教
関
係
行
事
等
の
日
程

訂H
V
 

【

S
E

改

6
日
間
1
8
日

制

ド

リ
ー
ム
パ

謡

ス
ツ
ア
ド

電

8
日
制

N
Z
中
学
生
派
遣
事
業

怪

事
前
研
修
会

問

初

1
H

学
習
セ
ン
タ
ー

針

川
日
幽

N
Z
中
学
生
派
遣
事
業

聞

最
終
事
前
研
修
(
保
護
者

夜

間
伴

)ω

ω
1
町
民

や

セ
ン
タ
ー

時

日
日
出
金
原
小
開
校
百
年

の

口
日
叩

1
引
日
制

N
Z
中
学
生

司

派
遣
事
業
ク
ラ
イ
ス
ト

。

チ
ャ
ー
チ
市

。

ロ
目
印
ジ
ャ
ン
ボ
風
車
祭
り

す

日
日
側
今
金
町
成
人
祭

川

崎

ω
町
民
セ
ン
タ
ー

同

日
日
開
ラ
ジ
オ
体
操
と
町
内
清

明

掃

ベ

刊
日

間

槍

P
連
研
究
大
会
北
檎

2

山
大
会

9
m
北
槍

、

山
中
学
校

は

引
日
制

1
9
月
2
日

間

北

海

道

ン

国
際
交
流
の
つ
ど
い
受
け

M

入
れ
(
留
学
生

3
名
)

いれ"' 

【

q
同】

ホ

9
日
間
少
子
化
対
策
事
業

「
y

前

ヤ
ボ
ン
玉
メ
ル
ヘ
ン
シ
ヨ

子

。

l
」
日
開
山
総
合
体
育
館

。
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(
対
応
)

介

の
方
法

「
合
日
は
何
日
だ
い
?
」

j
見
当
識
障
害

痴
呆
性
高
齢
者
の

気
持
ち

何
度
も
聞
か
れ
る
の
で
つ
い
、

つ
っ
け
ん
ど
ん
な
受
け
答
え
を
し
、

悲
し
い
思
い
を
さ
せ
て
し
ま
う
こ

と
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
同
じ
こ
と

を
何
度
も
聞
く
の
は
不
安
の
衷
返

し
で
も
あ
る
そ
う
で
す
。

こ
の
よ
う
な
場
合
、
き
ま
っ
た

所
に
大
き
な
日
め
く
り
カ
レ
ン

ダ
ー
を
か
け
、
介
護
者
自
身
も
わ

か
ら
な
い
と
い
う
素
振
り
で
一
緒

に
カ
レ
ン
ダ
ー
の
前
で
納
得
し
て

み
せ
ま
し
ょ
う
。

痴
呆
性
高
齢
者
は
自
分
が
痴
呆

で
あ
る
と
い
う
自
覚
は
あ
り
ま
せ

ん
。
自
分
で
「
ぽ
け
た
」
と
い
う

と
き
で
も
、
本
当
に
自
分
の
状
態

を
理
解
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、

半
ば
謙
遜
し
た
り
、
周
り
か
ら
い

わ
れ
て
い
る
こ
と
が
口
癖
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
そ
う

で
す
。
自
分
の
行
動
に
プ
ラ
イ
ド

を
持
っ
て
い
ま
す
の
で
自
分
が

「失
敗
」
し
た
こ
と
を
見
せ
ま
い
と

す
る
行
動
が
結
果
的
に
「
問
題
行

動
」
と
な
っ
て
し
ま
う
パ
タ
ー
ン

が
あ
る
よ
う
で
す
。

で
は
、
次
の
よ
う
な
痴
呆
症
状
に

は
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
と
よ
い

で
し
ょ
う
か
。

「家
巴
帰
る
」

j
俳
個

「迷
う
」

自
分
が
い
る
場
所
を
認
識
で
き

ず
に

「帰
る
」
と
い
っ
て
外
に
出

て
し
ま
い
迷
子
に
な
り
ま
す
。
で• • 

(保健福祉課健康づくり ・国保係)

き
れ
ば
一
緒
に
出
掛
け
、
ひ
と
し

き
り
気
が
晴
れ
る
ま
で
付
き
合
う

こ
と
が
理
想
的
で
す
。
し
か
し
い

つ
も
そ
う
出
来
る
と
は
限
り
ま
せ

ん
の
で
玄
関
の
戸
に
ベ
ル
を
つ
け

た
り
し
て
出
た
こ
と
が
分
か
る
よ

う
に
し
た
り
、
衣
服
に
名
前
を
つ

け
て
お
い
た
り
、
隣
近
所
の
人
に

一
人
出
て
歩
い
て
い
た
ら
教
え
て

も
ら
う
よ
う
に
し
て
お
く
こ
と
も

大
切
で
す
。民

名
抽
哩
絡
先
E
U
E
入

「
財
布
を
盗
ま
れ
た
」

j
妄
想

こ
う
い
う
場
合
は

「私
で
は
な

い
」
と
説
明
し
て
も
訂
正
で
き
ま

せ
ん
。
一

緒
に
探
し
て
見
つ
か

っ

た
と
し
て
も
、
家
族
が
見
つ
け
る

と

「や
っ
ぱ
り
あ
ん
た
が
盗
ん
で

い
た
」
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

で
す
か
ら
、
家
族
が
見
つ
け
る

の
で
は
な
く
「
こ
の
辺
を
隙
し
て

み
ま
し
ょ
う
」
と
い
う
具
合
に
自

分
で
探
し
出
せ
る
よ
う
に
導
き
、

う
ま
い
具
合
に
探
し
出
せ
た
時
に

項 目 対 豊臣 者 実施 目 時 間 実施会 場 備 考

一般住民関係

一般健康相談 全住民 8月6日(月) 9 :30-11:30 総合福祉施設内冊旭センター 出雌相説 血圧欄定 U棋院宜

一般健康相談 " B月13日伺) 9 :30-11:30 " H 

一般健康相談 H 8月20日侭) 9 :30-11:30 M W 

般健康相談 " B月27日侭) 9 :30-11:30 " " 
一般健康相談 W 9月3日(月) 9 :30-11:30 M 

" 
8月6日伺) 14:00 -16:00 

あったからんど他~II相政 N あったからんど 1リ
8月19日(日) 10:00 -12:00 

失利河他政相談 美術l河地区住民 8月B日帥d 14:00 -16:00 美利河生活館 " 
組)11健康相談 掛川地区住民 8月15日帥申 13:30 -15:30 樋川温泉集会室 " 
無医地区巡回診療 八主総合病院リウマチ科

8月20日(月) 10:00 - 龍合福祉施設内保田センター 八雲総合病院医師診察
(リウマチ科) に通院されている方

無医地区巡回診療
(有料)

(眼 科 )
全住民 8月28日制d 14:20 -11:50 韓合福祉施設内眼目センター 持ち物 お知らせ参照

乳幼 児関 係

乳児及び就学前の幼児ひ 包括による心配事などの
すくすく干育てダイヤJレ を持つ保1望者の方及 B月13日明) 9 :00 -12:00 総合福祉施設

妊附の方 相談 (n2-2780) 

4ヶ月児相談 1113年 4月生まれの 受付時間
股|瑚節脱臼検査 干 13: 15 -13:30 

8月27日(月)
持ち物

6ヶ月児健診
1112年 12月 1113年 畳付時間

邑合福祉施設内陸世センタ1月生まれの干 1，1: 15........ 15:00 母子手帳 タオルなど

3歳児健診
1110年6・7月生まれ 8月29日付。 畳付時間l
の干 (11:115 -.... 15:00 

予防接種関係

対象古には日程表に smo日開) 今金町国保州民 出持各す母。病子参健康だ手さ帳 予干て診珍お諜政り
3種混合予防接航 1J回

てご案内しています. 22日材。
14:30 -15:00 

(小児科外来) はをま 院くに設也い.し

[お 知 らせ ]

.無医地区巡回診療は、 予約申込'が必要になります.健康づくり係までご連絡ください.

治療費等は、病院と同じです。 70歳以上の方は老人医療受給者紅も必裂となり ますので、お必忘ずれよのないようにお願いします.
.予防接種を受け られる際には、事前に 「予防接極のしおりJr子供の他版と予防接種」を くお読みになり、予防接種

後の注意や副反応などについてご確認のうえ 受けられますようお願いします。

《連絡先》今金町総合柘ilJ!施設としベつ 保他福祉~健康づくり係 保健婦 n2-2780 

は
「
あ
っ
た
?
あ
あ
良
か
っ
た

ね
1
」
と
喜
び
を
分
か
ち
合
う
よ

う
な
対
応
を
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

感
情
的
な
し
こ
り
は

強
<
残
る

お
年
寄
り
の
も
の
忘
れ
は
激
し

く
て
も
自
分
の
心
に
残
っ
た
感
情

的
な
し
こ
り
は
強
く
残
り
ま
す
。

対
応
す
る
時
に
は
相
手
に
嫌
な
気

持
ち
を
残
さ
な
い
よ
う
に
す
る
こ

と
が
後
々
の
介
護
を
行
い
や
す
く

す
る
上
で
大
切
で
す
。
ま
た
「
最

近
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
少
し
ぼ
け
た
か

な
ワ
」
と
い
う
家
族
の
早
い
気
付

き
と
適
切
な
対
応
は
、
呆
け
て
い

く
本
人
の
不
安
感
を
最
小
限
に
で

さ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

九
月
頃
に
痴
呆
専
門
の
医
師
を

招
い
て
痴
呆
に
つ
い
て
講
演
会
を

開
催
す
る
予
定
で
す
。
(
詳
細
は
後

日
)
痴
呆
と
介
畿
の
最
新
情
報
を

得
る
機
会
と
し
て
御
活
用
下
さ
い
。

総
合
福
祉
施
設
「
と
し
べ
つ
」
内

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

8
2
1
2
7
8
0
 

• • 
目
指
せ
!
人
生
の
目
前
一
メ
白内y
凡

!

ー
之
の
娘
%
は
一
生
老
の
1

「
禁
煙
し
た
い
と
恩
つ
て
は
い
る

け

ど

」

喫
煙
者
の
多
く
が
で
き

れ
ば
や
め
た
い
と
思
っ
て
い
る
よ

う
で
す
。

禁
煙
で
き
る
か
ど
う
か
は
、
本

人
の
意
志
の
問
題
で
あ
っ
さ
り
片

付
け
ら
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
タ
バ
コ
に
含
ま
れ
る
ニ
コ
チ

ン
は
ア
ル
コ
ー
ル
や
薬
物
依
存
と

同
様
の
依
存
性
薬
物
で
あ
り
、
喫

煙
習
慣
の
本
質
は
ニ
コ
チ
ン
依
存

症
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
で
す
か

ら
、
禁
煙
に
は
離
脱
症
状
が
あ
り
、

そ
れ
が
禁
煙
の
継
続
を
妨
げ
る
大

き
な
要
因
と
な
る
の
で
す
。

ま
た
、
毎
日
喫
煙
行
動
を
繰
り

返
す
こ
と
に
よ

っ
て
心
理
・
行
動

的
に
夕
、
ハ
コ
に
依
存
し
て
い
る
こ

と
(
習
似
的
依
存
)
も
あ
げ
ら
れ

ま
す
。

「タ
バ
コ
は
予
防
で
き
る
病
気
の

最
大
の
原
因
」
喫
煙
は
肺
が
ん
を

は
じ
め
、
多
く
の
が
ん
に
か
か
り

ゃ
す
い
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
そ
の
他
に
心
疾
患

・
呼
吸
探

国

3ポ
イ
ン
ト
講
座

司
副
一
回
歳
の
専
業
主
婦
で
す
。
夫

隈
間
一が
退
職
し
て
老
齢
厚
生
年

金
を
受
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

私
の
加
給
年
金
も
加
算
さ
れ
て
お

り
、
老
後
は
夫
の
年
金
だ
け
で
暮

ら
し
て
い
け
る
の
で
、
国
民
年
金

は
納
め
る
つ
も
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

(14) 

相割
引
自
分
自
身
の
年
金
を
受
け

開
陪
-
る
た
め
に
納
め
て
く
だ
さ

老
齢
厚
生
年
金
に
加
算
さ
れ
る

加
給
年
金
は
年
金
生
活
者
に
対
す

る
家
族
手
当
と
い
っ
た
も
の
で
、

安
が
閃
歳
に
な
る
と
支
給
さ
れ
な

く
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
安
自
身
が

老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
ら
れ
る
よ

う
に
な
る
か
ら
で
す
。

夫
の
年
金
で
大
丈
夫
と
思
わ
れ

て
い
る
よ
う
で
す
が
、
そ
れ
は
夫

に
支
給
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
っ

て
、
あ
な
た
の
年
金
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
夫
に
先
立
た
れ
た
ら
も
ら

え
な
く
な
る
の
で
す
。
自
分
名
義

の
年
金
が
も
ら
え
る
よ
う
に
す
る

た
め
に
、
あ
な
た
自
身
の
老
後
に

備
え
て
保
険
料
は
納
め
て
く
だ
さ

い
。
そ
う
し
な
い
と
年
金
額
が
少

な
く
な
っ
た
り
、
場
合
に
よ
っ
て

は
年
金
が
受
け
ら
れ
な
く
な
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

疾
患

・
消
化
器
疾
患
等
と
も
深
い

関
係
に
あ
り
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、

禁
煙
が
あ
な
た
に
も
た
ら
す
も
の

も
大
き
い
の
で
す
。

「
喫
煙
と
禁
煙
の
メ
リ
ッ
ト
」

あ
な
た
に
と

っ
て
の
喫
煙

・
禁
煙

の
メ
リ
ッ
ト
は
何
で
す
か
?

*
た
ば
こ
を
吸
え
ば

・
ス
ト
レ
ス
解
消
に
役
立
つ

.
く
つ
ろ
げ
る

・
お
い
し
い

*
た
ば
こ
を
や
め
れ
ば

.
体
制
が
よ
く
な
る

・
家
族
が
喜
ぶ

・
部
屋
や
口
が
臭
く
な
ら
な
い

.
お
金
が
か
か
ら
な
い

禁
煙
す
る
あ
な
た
を
保

健
婦
が
支
援
し
ま
す
。
や

め
た
く
て
も
や
め
ら
れ
な

い
状
況
を
保
健
婦
と

一
緒

に
振
り
返
り
、
禁
綾
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま
せ

ん
か
?
今
ま
で
失
敗
し
た

経
験
の
あ
る
方
も
あ
き
ら

め
な
い
で
下
さ
い
。
時
に

は
、
禁
煙
も
練
習
が
必
要

で
す
。
ま
ず
は
左
記
ま
で

気
軽
に
お
電
話
を
・

保
健
福
祉
課
健
康
づ
く
り
係

8
2

2
7
8
0
 

(15) 
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(平成11年 7!l11日生まれ)

曙町佐藤彰均さん智糞さんの長男

【親から】
イタズラ盛りのワンパクな“友宥¥

曲がかかると踊り出すオチヤメな 『わが

家のアイドル』です。

4佐藤

運転免許証更新時講習のご案内

-優良講習 (30分講習)

. 8月17日、 9月6日(午後 1時)

北槍山町農村環境改善センター

・8月9目、 9月13日(午後 l時)

今金町民センター

・一般講習(2時間)

. 9月6日(午後 2時)

北檎山町農村環境改善センター

ひろさ

拓希ちゃん砂南谷今金町の
交通事故発生状況

i 

大和町 南谷圭芳さん、浩子さんの 3男

【親から】
親の愛情より、周りの愛情(特に恵マ 、

マ)につつまれて、のびのびと育ってい 『

ます。

上田佐藤友宥に勝てるもの

弟の数 I I どんなもんだい 1

(平成11年 7月11日生まれ)

6月末音|

13件
。名
14名

生
件
名
名

発

1
0
1

同
月

nhU 
発生件数
死者数
傷者数

出 ss運動(スピードダウン噂シートベル ト着

用)で交通事故を未然に防ごう l

O 

269日交通事故死ゼロ日数

。3008008。
ノーネクタイで執務

役場では、来庁者の方々に暑苦しいイメージを

与えることなく、ソフトなイメージで/ーネクタ

住民の動態
6月末現在

前月対比

7. 006人 (ム 16)

3. 383人(ム 6)

3. 623人(ム 10)

2.724世帯(ム 6) 

。3008008。

口

数男

女

帯

人

世

イなどのカジュアルな服装で執務を行っています。

8月31日まで期間を限定した試行となります。

職員に限らず各種会議においても実施いたしたい

のでご理解とご協力をお願いします。実)南栄町

信男)鈴

卓思)八束更正

金林

〕広《役場 2階総務課》水口

田『雅之)緑

博明)高美町

明弘)昭和町

渡辺

休日当番医
8月12日今金町国保病院(今

19日楢崎医院(瀬

26日岩間医院(今

( 9月分については予定です)
9月2日 瀬棚町国保医科診療所(i頼 棚) 37-2'170 

9日 北楠山町国保病院(北恰山) 34 -5321 
15日今金町国保病院(今金) 32-0221 
16日 道南ロイヤル病院(北檎山) 34-5011 

※当番医が急きょ変更となる均台がありますので ご了承下さい。

32-0221 
37-3021 
32 -0057 

金

棚

金

※診療時間

午前10時から正午まで
午後1時から 3時まで

闘いつまでもおしあわせに

7/3村湖、 好亮さん(八東南原)ニ西本富美江さん(芽室町)

'/6餌取 靖さん(八鈴)=土橋美裕紀さん(八雲町)

7/7山崎 直樹さん(寒 昇)=稲安さとみさん(北槍山町)

7/
12鈴木 吏さん(寒界)ニ楠原利奈さん(大和町)

圃おくやみもうしあげます

田中 一 夫さん 7月 l日

商 昭二九 7月 5日

藤倉勝雄九 7月13日

太 田越 留吉九 7月13日
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86歳(種川駅前)

73歳(高 美町)

88歳(下稲穂、)

79歳 (寒昇)
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http・//www.hakoclate.or.jplimakane/今金町ホームページ

⑨再生紙を使用しています。

7月17日受付分まで


